
救える命のために
出来ることを
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今日お話しさせていただく内容

１ 船橋市の救急件数の推移について

２ 救命活動の変化について

３ 各課題について

４ 船橋市の取組み



船橋市の人口と救急出動件数の推移について

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

船橋市人口 640012 642907 645450 645972 647597

救急出動総件数 36099 32788 33578 39343 40860
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救急出動件数と心肺停止症例数の推移について

令和３年 令和４年 令和５年

搬送された

心肺停止症例数
337 364 330

一般市民が目撃した

心原性心肺停止症例数
84 85 89

救急出動件数 33578 39343 40860
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今日のテーマについて

１ 船橋市の救急件数の推移について

２ 救命活動の変化について

３ 各課題について

４ 船橋市の取組み



救命活動の変化について

ＡＥＤによる除細動は
医師及び救急救命士しかできなかった

２０年前（２００４年）
厚生労働省が一般市民に
よるＡＥＤ使用を認可

早期電気ショックが可能に！

ＡＥＤの普及が進み、設置台数は６７万６０００台（２０２２年現在）

全国でこの２０年間に約８０００人がＡＥＤによって救命された



今日のテーマについて

１ 船橋市の救急件数の推移について

２ 救命活動の変化について

３ 各課題について

４ 船橋市の取組み



救命率向上のための課題について

１ ＡＥＤ使用率及び心肺蘇生法の実施率と予後

２ 性別によるＡＥＤ装着率の差

３ 救急車到着時間の延伸



救命率について

119番通報のみ １１９＋心肺蘇生法
１１９＋心肺蘇生法

＋ＡＥＤショック

１か月後 生存率 6.6% 12.8% 50.3%

１か月後 社会復帰率 3.3% 8.8% 42.6%
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総務省消防庁 令和5年版救急救助の現況より

電気ショック
実施した場合



救命率向上のための課題について

１ ＡＥＤ及び心肺蘇生法の実施率と予後（船橋市・令和３年から令和５年）

心肺蘇生法が不十分だったり、ＡＥＤの使用が遅かったりすると
「ショック不要」と判断され、電気ショックが行えないこともあります。

３年平均

　一般市民が目撃した
　心原性心肺機能停止傷病者

86.0

　バイスタンダーＣＰＲあり 47 56% 45 53% 45 51% 53%

　ＡＥＤ現場に有り 13 15% 13 15% 21 24% 18%

　パッド装着済み 10 12% 10 12% 18 20% 15%

　ショック適応　実施 6 7% 4 5% 10 11% 8%
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救命率向上のための課題について

１ ＡＥＤ及び心肺蘇生法の実施率と予後（令和4年中の船橋市と千葉県・全国比較）

　バイスタンダーＣＰＲあり 45 53% 743 51% 17068 59%

　ＡＥＤショックあり 4 5% 112 8% 1229 4%

１か月後生存者数（生存率） 10 12% 148 10% 2190 8%

１か月後社会復帰者数（社会復帰率） 8 9% 91 6% 1508 5%

　一般市民が目撃した
　心原性心肺機能停止傷病者

85 1444 28834

令和４年 船橋市 千葉県 全国

搬送された心肺停止傷病者 364 6989 142728

千葉県及び全国の数値は、
総務省消防庁 令和5年版救急救助の現況より



救命率向上のための課題について

２ 性別によるＡＥＤ装着差
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【学校で心停止になった子ども】

ＡＥＤパッドが貼られていた割合 男性 女性

京都大学研究グループの調査（２００８～２０１５年 子ども２３２人）

（％）



救命率向上のための課題について

３ 救急車到着時間の延伸（船橋市）
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１分間の延伸

船橋市消防局 令和5年救急統計より

心臓が止まると、

１分経つごとに約１０％

救命率が下がっていく



今日のテーマについて

１ 船橋市の救急件数の推移について

２ 救命活動の変化について

３ 各課題について

４ 船橋市の取組み



船橋市の対策について

１ 応急手当普及啓発活動

【訓練用ＡＥＤ】

（１）救命対応手順を画面表示

（２）オートショック

講習回数 参加人数

令和３年 ９３ ６６８

令和４年 ２４７ ２０５５

令和５年 ３９１ ６６０１

質の高い心肺蘇生法ができる人を増やす

ショック適応のタイミングを見逃さない



船橋市の対策について

２ ＡＥＤ設置台数の増加

（１）ＡＥＤ設置施設（市内７０８箇所）

①公共施設等 ２５７箇所

②私立認可保育所・幼稚園・認定こども園 １４８箇所

③市内コンビニエンスストア ２２４箇所

（２４時間営業で協力を得られた店舗）

④応急手当協力認定事業所 ７９箇所

（２）ＡＥＤ貸出し事業

市民が参加する催し等の主催者に対してＡＥＤ貸出し

ＡＥＤをいち早く使用できる環境を作る



船橋市の対策について

３ ＡＥＤ設置場所の周知

（１）船橋市ＡＥＤマップ

（２）全市立学校のＡＥＤを屋外設置

（２４時間３６５日使用可能）

☟ＡＥＤマップ

ＡＥＤの場所を知ることができる環境を作る



船橋市の対策について

４ 救急車到着時間の延伸対策

（１）救急車の適正利用について

救急車で搬送された人の約５割は軽症と診断

（２）救急安心電話相談 ＃７１１９

＃７１１９で電話相談

救急車を呼んだ方がいいか迷ったときは・・・



～ＴＡＫＥ ＨＯＭＥ ＭＥＳＳＡＧＥ～

救える命のために、

１歩踏み出すための知識を！

☟救命講習のご案内 ☟ＡＥＤマップ


